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　　人口の動き

一8月1日現在・一

男4，975（＋7）

女5，064（＋1）

計10，039（＋8）
世帯数2，351（士o）

　　（）前月比較

広
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謙響響

灘
蝋

　　　　　灘　　灘諄
職

蓼

額
業

蓬

萎

鶏

　
　
　
難
廓
　
　
覇

　
　
　
　
　
　
　
騰

難
驚
灘

鞭
、
蘇
灘

．
仙
田
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
・
曇
の
ヘ
リ
コ
プ

葦
霧
礁
㌻
舞
い
降
り
た
の
体
先
月

や
っ
て
も
し
い
よ
」
　
と
も
っ
た
い
方
り
ま
し
た
．

　
　
「
は
あ
い
」
．
大
き
な
声
で
児
童
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
約
束
を
し
て
い
ま
す
。

』
一
つ
、
道
路
で
は
絶
対
に
遊
ば
な
い
。

二
つ
、
お
年
寄
り
に
は
、
右
を
見
て
、
左
を
見
て
、

　
ま
た
右
を
見
て
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う
教
え
て
や

　
る
。

三
つ
、
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
よ
う
、
お
父

　
さ
ん
た
ち
に
注
意
す
る
．

　
こ
の
日
は
、
仙
田
地
区
の
各
小
学
校
の
児
童
が
集

合
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
仙
田
保
育
園
の
園
児
や
近
く
の
人
た

　
　
ち
も
見
学
に
訪
れ
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
勉

　
　
　
強
し
ま
し
た
。院（本町西）

院（袋町）
β完　　（ネ申明田丁）

・8月の休日救急医

16日池．田医
23日山口医
30日富田医

9月上旬の予定

院　（中　条）病条6日　中
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「
告

会
報

議
」

　　　　　　　　層　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　響　　　　　　雪　　　　　　一　　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　曹　　　　一　　　一　　　一　　　一　　－　　曹　　，　顧　一　一
曹置一

　
先
月
二
十
二
日
、
第
八
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
財
産
の
譲
与
、
五
十

六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
か
ね
会
へ
土
地
を
譲
与

　
　
　
　
　
　
　
　
「
な
か
ま
の
家
」
建
設
ま
ぢ
か

　
な
か
ま
の
家
の
用
地
に
と
、
社
会
福

祉
法
人
あ
か
ね
会
へ
、
元
町
・
中
子
地

区
の
宅
地
二
万
九
千
六
百
七
十
七
平
方

メ
ー
ト
ル
と
雑
種
地
九
千
七
百
四
十
七

平
方
メ
ー
ト
ル
、
合
計
三
万
九
千
四
百

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
譲
与

　
．
錨
辮
礎
会
獄
募
金
運
勤
ξ

鰍
鱗
、
、
轟
灘
摺
嘱
遡
鰹
…
を
。
．
、
．
総

．
．
，
．
，
纏
灘
欝
懇
簾
叢
馨
礁
縦
礁
聾
鍵
鶏
、

纏
婁
耀
礁
盤
、
噸
蕪
撃
灘

灘
雛
日
簸
灘
簸
饗
舞
獲
離
襲
蓬
絡
雛
、
襟

熱
鱗
繋
灘
難
．
鎌
欝
．
懸
辮
”
縢
魚
灘
灘

獲
灘
建
謬
璽
灘
灘
霧
の
灘
鞭
、
馨
鎌
諜
、

灘
蒙
の
建
設
懲
蓮
欝
畿
衡
、
謹
繋
婆
概
灘

．
懸
綴
辮
磯
繕
麟
懇
願
権
、
践
月
榊
図
が
．

．
霧
露
嚢
嚢
．
多

　
馨
か
糞
灘
蒙
ぽ
．
繍
糠
灘
弱
灘
葵
整

施
設
と
じ
驚
．
総
簗
費
叢
癒
霞
懇
難
鱗

．
磯
灘
譲
地
匿
峰
建
設
謬
灘
る
置
．
叢
緯
巻
二

、
．
ゆ
懇
騨
黍
灘
α
ξ

　
葵
霧
欝
標
額
墜
ハ
羅
購
円
饗
横
。
．
欝

惑
ん
の
善
意
饗
お
願
糖
鹸
だ
骸
馨
饗
、
．
，

し
ま
す
。

　
な
か
ま
の
家
建
設
工
事
は
八
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
総
工
費
は
約

三
億
円
で
、
五
十
七
年
の
四
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
七
月
十
九
日
に
任
期
が
満
了
し
た
農

業
委
員
の
う
ち
、
議
会
推
薦
委
員
に
次

の
二
人
を
決
め
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

▼
水
品
正
一
郎
　
　
▼
高
津
正

〇
五
十
六
年
度
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会

が
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
か
ら
借
り
入

れ
を
し
ま
す
が
、
そ
の
借
入
金
に
対
す

る
損
失
補
償
を
町
で
す
る
も
の
で
、
期

間
は
五
十
七
年
度
か
ら
七
十
六
年
度
ま

で
の
二
十
年
間
、
限
度
額
は
元
金
一
億

三
千
五
百
万
円
と
年
四
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
の
利
子
の
合
計
額
と
し
て
い
ま
す
。

◇
字
の
区
域
の
変
更

　
地
す
べ
り
関
連
事
業
の
大
白
倉
地
区

ほ
場
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
大
白
倉
と

大
倉
地
内
の
一
部
の
大
字
境
界
を
新
し

い
ほ
場
区
画
に
合
わ
せ
て
変
更
す
る
も

の
で
す
。

情陳

“
郵
貯
懇
”
を

見
守
っ
て
ほ
し
い

　
こ
の
た
び
、
県
信
用
組
合
川
西
支
店

長
、
川
西
町
農
協
組
合
長
理
事
を
は
じ

め
、
十
日
町
市
内
の
各
金
融
機
関
支
店

長
の
連
名
で
、
　
“
郵
貯
懇
を
見
守
る
こ

と
”
に
つ
い
て
の
陳
情
書
が
、
平
野
議

長
あ
て
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
郵
便
貯
金
が

現
在
六
十
兆
円
を
超
え
個
人
預
貯
金
全

体
の
三
割
を
占
め
て
お
り
、
民
間
金
融

機
関
の
資
金
吸
収
運
用
に
大
き
な
影
響

が
出
て
い
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
内
閣
に
コ
金

融
の
分
野
に
お
け
る
官
業
の
あ
り
方
に

関
す
る
懇
談
会
」
　
（
郵
貯
懇
）
が
設
置

さ
れ
、
金
利
の
一
元
化
な
ど
を
国
民
経

済
的
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
そ
う
で

す
。　

議
会
に
「
郵
貯
懇
」
の
審
議
を
尊
重

し
、
答
申
が
出
る
ま
で
は
慎
重
に
見
守

る
よ
う
陳
情
し
て
い
ま
す
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

斎
木
定
太
郎
（
小
脇
）
、
丸
山
誠
一

　
（
原
田
）
、
栄
行
寺
・
大
漢
不
二
男

　
（
上
町
）
、
田
中
長
五
（
小
千
谷
市
）
、

星
名
イ
シ
（
上
野
）
、
沖
立
総
代
・

数
藤
貞
義
、
春
日
照
平
（
仁
田
）
、

南
雲
直
秀
（
中
仙
田
）
．

団
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

渡
台
後
備
歩
兵
召
集
二
付
実
家
身
元

詳
細
届
（
一
八
九
五
）
、
差
上
申
御

請
書
之
事
」
取
安
川
用
水
論
争
落
着

1
（
一
八
二
二
）
、
制
札
－
上
杉
謙

信
実
印
の
乱
暴
者
等
と
り
し
ま
り
ー

　
（
一
五
六
九
）
、
乍
恐
以
書
付
奉
願

上
候
ー
庄
屋
役
退
役
願
い
ー
（
一
七

七
〇
）
、
稲
葉
村
ヨ
リ
沖
立
村
山
謝

論
裁
許
ノ
條
々
（
一
六
九
三
）
、
薬

師
庵
記
（
一
八
二
七
）

　
以
上
総
数
一
四
一
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
末
日
）

一
I
l
o
－
l
l
I
I
o
5
1
0
1
1
9
1
●
・
審
o
I
o
酵
．
l
I
o
I
o
o
－
l
I
l
o
－
0
9
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　　　　　　　　甲　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　■D　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　甲　　　　一　　　　一　　　　甲　　　一　　　〇　　　・　　一　　一　　薗　響　一　9
響一一

千
手
市
の

史
料
紹
介

須
藤
重
夫

　
千
手
の
馬
市
は
一
説
に
よ
る
と
、

千
手
か
ら
一
頭
の
名
馬
を
上
杉
謙
信

へ
献
上
し
、
以
来
謙
信
の
許
し
を
得

て
毎
年
た
て
ら
れ
て
き
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
は

さ
て
お
き
、
馬
市
が
江
戸
時
代
の
初

期
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
は
、
水
口

沢
文
書
と
長
徳
寺
の
制
札
か
ら
伺
う

こ
と
が
で
き
る
。
以
下
文
書
を
要
約

し
て
紹
介
す
る
。

　
　
水
口
沢
文
書

　
お
ぽ
え

　
　
覚

一
　
以
前
か
ら
公
儀
よ
り
い
わ
れ
て

　
い
る
き
ま
り
を
し
っ
か
り
守
る
こ

　
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
か

一　
観
音
様
の
境
内
で
は
、
喧
嘩
や

口
論
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

　
観
音
堂
内
で
は
参
詣
人
を
と
り

く
る
う
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
つ

み
だ
り
に
鐘
を
撞
い
て
は
な
ら
な

　
い
こ
と
。

　
仁
王
門
よ
り
内
へ
牛
馬
や
か
ご

を
入
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

　
仁
王
門
よ
り
内
で
商
売
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
。

こ
の
文
書
は
寛
永
十
五
年
（
一
六

　
　
六
月
の
も
の
で
あ
り
、
次
の

一一一

　　　　　　　　一　　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　・　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　9　　　　一　　　一　　　，　　　一　　一　　一　　り　一　薗　一
一一，

制二
札八

　も）
同六
年月

　にの
高も
田の
藩で
かあ

　らり
下’
附次

尽さの
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　　　く　
のでロレの　

無投票で当選する

　
任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
は
、
二
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
告
示
と
同
時
に
、
定
数
と
同
じ
二
十

人
が
立
候
補
の
届
け
出
を
行
い
、
九
日

の
投
票
日
に
向
け
て
選
挙
戦
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
三
日
の
午
後
五
時
の
立
候

補
屈
け
の
締
め
切
り
ま
で
に
、
こ
の
ほ

か
に
は
届
け
出
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
無
投
票
で
町
議
選
の
幕

が
下
り
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
定
数
を
二
十
二
人
か
ら
二

十
人
に
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
四

十
四
年
の
一
般
選
挙
で
無
投
票
と
な
っ

た
際
も
、
定
数
を
二
十
六
人
か
ら
二
十

二
人
に
減
ら
し
た
と
き
で
し
た
。

　
選
挙
関
係
の
日
程
と
し
て
は
、
今
日

十
日
の
午
前
十
時
か
ら
選
挙
管
理
委
員

会
を
開
催
し
、
十
一
時
か
ら
当
選
者
二

町議会議員当選者（立候補届け出順）

登上戸高平桑小羽小小戸田高滋保若押高小平

坂村田橋野原海鳥林林田中橋野坂山木橋川野

長一次三元礼清正弥
太
郎

専
　
治

広
　
治

　
　
　
茂

十
人
に
当
選
証
書
を
付
与
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
選
者
は
現
職
が
十
六
人
、
新
人
が

四
人
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
九
月
一
日
か
ら
新

構
成
の
町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
こ
れ
ら
の
代
表

者
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
新

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
新

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
新

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
現

無
所
属
新

無
所
属
現

農農税農農農会建農農理保農石無農電農製金
　　　　　　　　　　　険　 油　　気　　 物

　　理　 社設　容代販　工材販　　　　　　　　　　　理　 売　　 事　　 売

業業士業業業員業業業業業業業職業業業業業

俺
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
長
徳
寺
の
制
札
（
書
下
し
）

　
　
定
　
　
　
　
　
　
千
手
堂
町

一
　
当
町
馬
市
、
例
年
の
ご
と
く
立

　
　
　
　
ぺ

　
て
申
す
可
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
か
ら

一
　
諸
売
買
役
儀
、
一
切
掛
け
る
不

　
ざ
る

　
可
事

　
つ
け
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
う
じ

　
　
付
、
押
買
、
押
売
停
止
の
事

　
　
　
　
と
う
そ
う
　
　
や
か
ら
　
　
せ
ん
さ
く
　
　
　
と

一
　
喧
嘩
闘
課
の
輩
、
穿
竪
を
遂
げ

　
　
　
　
　
く
せ
り
の
り
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
双
方
共
に
曲
事
に
申
し
付
く
可
き

　
事

　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
ぜ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

一
　
市
中
に
於
て
狼
籍
の
族
こ
れ
在

　
　
　
　
け
い
　
こ

　
ら
ば
、
警
固
人
押
え
置
か
せ
、
当

　
　
　
　
　
こ
と
わ
る
ぺ

　
市
奉
行
へ
相
理
可
き
事

一
　
方
々
の
商
人
、
宿
賃
は
た
ご
銭
、

　
ば
く
ろ
う
、
す
あ
い
、
有
来
る
ご

（県史より）長　徳　寺　高　ヰL

　
と
く
取
る
べ
し
、
む
ざ
と
非
分
申

　
し
か
け
ま
じ
く
候
事

　
右
の
条
々
先
例
に
任
せ
、
此
の
如

　
　
　
　
　
　
　
そ
む
　
　
ぺ
か
ら
ざ
る

く
候
、
此
の
旨
相
背
く
不
可
者
也
、

よ
っ
て
く
だ
ん

冊
件
の
如
し

　
寛
永
拾
五
年
六
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
お
う

　
　
　
　
　
渥
美
　
久
兵
衛
（
花
押
）

　
　
　
　
　
本
多
七
左
衛
門
（
花
押
）

　
な
お
、
縮
市
も
最
初
の
こ
ろ
は
千

手
市
の
際
に
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
津

南
町
に
あ
る
文
書
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
あ
る
。

　
「
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
千
手

新
田
立
始
め
、
松
平
越
後
守
様
御
代

に
市
米
願
い
、
米
百
弐
拾
石
宛
年
々

御
拝
借
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
市
立
仕
、

其
年
々
現
金
米
値
段
を
以
て
代
金
上

納
相
済
申
候
、
縮
市
も
始
め
は
千
手

に
て
、
上
方
所
々
方
々
よ
り
諸
商
人

参
ら
れ
売
買
仕
り
候
由
、
寛
文
子
年

（
一
六
七
二
）
、
十
日
町
大
肝
煎
役

故
、
前
々
白
布
御
運
上
役
銀
村
々
百

姓
方
よ
り
取
立
御
上
納
仕
候
故
、
縮

市
は
十
日
町
へ
引
取
申
候
由
に
御
座

候
」
　
（
一
部
省
略
…
筆
者
）

　
千
手
新
田
と
い
う
の
は
現
在
の
千

手
中
央
町
あ
た
り
で
あ
ろ
う
が
、
水

口
沢
村
・
中
屋
敷
村
・
宗
正
村
・
沖

立
村
・
上
新
井
村
・
山
野
田
村
・
東

善
寺
村
の
七
か
村
か
ら
百
姓
が
移
住

し
て
開
発
し
た
と
記
載
し
て
あ
る
か

な
り
信
ぴ
ょ
う
性
の
高
い
文
書
が
所

所
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
町
史
調
査
専
門
委
員
歴
史
班
長
）
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纏
懇
馨
懸
簿
一
灘
　
一
一
…

　　　　　平

嚢縫礪現

〔現

職
〕
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
長

〔前

歴
〕
交
通
指
導
員
、
国
保
運
営
委

員
、
千
手
小
P
T
A
副
会
長
、
県
商
工

連
合
会
工
業
副
委
員
長
、
千
手
青
年
会

長
【
抱
負
】
①
人
口
を
増
や
す
た
め
宅
地

の
造
成
、
②
過
疎
対
策
に
力
を
入
れ
る
、

③ブ

ナ
林
を
中
心
に
し
た
西
山
の
大
開

発
、
④
公
害
の
な
い
工
場
の
誘
致
、
⑤

除
雪
対
策
、
⑥
交
通
安
全
対
策

小
川
清
次
66
歳
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
町
内
〕

　
　
　
　
灘
羅
薄

〔現

職
〕
議
会
副
議
長
、
中
魚
木
材
組

合
長
、
軍
恩
連
盟
中
魚
連
合
支
部
長

〔前

歴
〕
議
会
代
表
監
査
委
員
、
議
会

総
文
委
員
長
、
商
工
会
副
会
長

【
抱
負
】
①
教
育
文
化
の
向
上
と
青
少

年
の
不
良
化
防
止
、
②
商
工
業
の
振
興
、

下
平
新

田〔
職
業
〕

製
材
業

③
西
部
地
区
の
農
業
基
盤
整
備
早
期
完

成
、
④
無
公
害
企
業
の
誘
致
、
⑤
福
祉

対
策
、
⑥
豪
雪
対
策
、
⑦
家
屋
密
集
地

域
の
下
水
道
整
備
早
期
実
現

高
橋
礼
三
53
歳
新

〔
町
内
〕
伊
友
　
　
〔
職
業
〕
農
業

〔前

歴
〕
部
落
総
代
、
伊
友
上
ノ
原
開

田
組
合
長

【
抱
負
】
①
新
人
と
し
て
、
健
全
財
政

を
堅
持
す
る
中
で
、
地
域
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
石
機

豪む取農
雪’り業
地③組に

の
環
境
整
備
、
消
雪
パ
イ
プ
の
早
期
実

現
、
④
青
少
年
の
健
全
育
成
、
⑤
字
校

教
育
、
社
会
教
育
の
充
実
、
⑥
老
人
福

祉
の
増
進
を
図
る
。

　
押
木
元
男
4
4
歳
現

〔
町
内
〕
元
町
　
　
〔
職
業
〕
電
気
工
事

業
　
　
〔
現
職
〕
国
保
運
営
協
議
会
委
員

【
抱
負
】
①
長
期
的
に
は
地
場
産
業
の

育
成
、
短
期
的
に
は
企
業
誘
致
、
特
に
、

男
性
雇
用
型
の
工
場
誘
致
を
促
進
し
、

安
定
し
た
職
場
の
確
保
に
よ
り
、
若
者

の
定
着
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

②
道
路
整
備
、
豪
雪
対
策
の
強
化
を
図

る
と
と

も
に
、

国
県
へ

の
働
き

か
け
を

続
け
て
い
く
。
③
教
育
の
正
常
化
と
、

老
人
・
社
会
福
祉
の
向
上
に
力
を
注
ぐ
。

　
若
山
三
郎
66
歳
現

〔町内

〕
新
町
新
田
　
　
〔
職
業
〕
農
業

〔
現
職
〕
町
農
協
組
合
理
事
、
土
地
改

良
区
監
事
、
節
黒
城
祉
保
存
会
会
長

〔前

歴
〕
上
野
村
議
、
同
農
地
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
抱
負
】

①
総
合

開
発
計

画
の
推

進
、
②

無
駄
の
な
い
家
庭
生
活
と
町
政
－
冠
婚

葬
祭
が
派
手
に
な
っ
て
い
る
。
お
互
い

に
自
粛
を
要
す
る
。
行
政
で
は
、
少
数

精
鋭
主
義
、
合
理
的
指
導
計
画
に
よ
り

能
率
を
高
め
る
。
③
観
光
事
業
の
開
発

－
新
し
い
産
業
と
し
て
観
光
開
発
を
。

保
坂
次
夫
61
歳
現

　
〔
町
内
〕

　
沖
立

瀞
〔
職
業
〕

　
無
職

　
〔
現
職
〕

千
手
小
後
援
会
副
会
長
、
河
川
愛
護
会

副
会
長
、
千
手
角
道
会
長
　
　
〔
前
歴
〕

中
魚
十
日
町
市
P
連
会
長
、
千
手
小
P

T
A
会
長
、
県
相
撲
連
盟
常
任
理
事
、

体
育
協
会
副
会
長

【
抱
負
】
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
、
町

に
と
っ
て
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
皆
さ
ん
が
ゆ

と
り
の
あ
る
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
精
い
っ
ぱ
い
活
動
い
た
し
ま
す
。

滋
野
一
郎
54
歳
現

〔
町
内
〕
野
口
　
　
〔
職
業
〕
石
油
販
売

業
〔
現
職
〕
広
域
事
務
組
合
議
員

〔前

歴
〕
橘
村
議
、
橘
土
地
改
良
区
理

事
、
議
会
産
経
委
員
長
、
議
会
副
議
長

【
抱
負
】
①
日
常
活
動
の
中
か
ら
住
民

の
声
を
吸
い
あ
げ
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を

行
政
の
中
に
生
か
す
よ
う
努
力
す
る
。

②
克
雪
対
策
を
基
本
に
、
農
業
の
諸
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
に
取

と
と
も
に
、
工
場
誘
致
も
進
め
る
。

農
工
商
の
立
体
的
な
産
業
育
成
が
使
命
。

　
高
橋
長
夫
60
歳
新

〔
町
内
〕
坪
山
　
　
〔
職
業
〕
農
業

〔前

歴
〕
国
家
公
務
員
（
食
糧
事
務
所
）

【
抱
負
】
①
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
よ

e
り
組
む
。

③
地
場

産
業
振

興
育
成

　
　
④

努
め
る
。
②
農
業
政
策
の
中
で
、

い
環
境

の
町
づ

く
り
の

推
進
に

　
水
田

利
用
再
編
対
策
に
よ
る
減
反
を
克
服
し

て
、
健
全
な
農
業
振
興
を
進
め
る
た
め

諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
③
豪
雪

対
策
と
し
て
は
、
無
雪
道
路
の
確
保
を

す
る
た
め
、
消
雪
パ
イ
プ
の
普
及
を
図

る
。

田
中
与
三
郎
7
4
歳
現

　
　
　
　
嚢

〔現

職
〕
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長

国
保
運
営
委
員
　
　
〔
前
歴
〕
議
会
副
議

長
、
ほ
か
各
常
任
委
員
長
、
議
会
選
出

教
幽
具
久
員

【
抱
負
】
住
民
の
要
望
に
応
え
て
平
和

で
豊
か
な
町
づ
く
り
に
努
力
す
る
。
①

豪
雪
対
策
、
②
労
働
問
題
と
雇
用
の
充

実
、
③
独
立
公
民
館
の
建
設
、
④
町
営

宅
地
造
成
、
⑤
観
光
に
よ
る
商
工
業
発

展
策
、
⑥
除
雪
費
の
雑
損
控
除
運
動

　
戸
田
哲
次
49
歳
現

〔
町
内
〕
仁
田
　
　
〔
職
業
〕
理
容
業

〔現

職
〕
議
会
建
社
委
員
長
、
社
会
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祉
協
議

〔町内

〕

山
野
田

〔
職
業
〕

保
険
代

理
業

　
鱈
鞍
環
境
衛

　
　
　
　
　
生
同
業

組
合
十
日
町
支
部
副
支
部
長

【
抱
負
】
①
総
合
的
豪
雪
対
策
、
特
に

千
手
地
内
道
路
の
拡
幅
改
良
と
流
雪
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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への
設
置
、
②
な
か
ま
の
家
建
設
に
引
き

続
き
努
力
、
③
ス
ポ
ー
ツ
で
は
ナ
イ
タ

ー
設
備
実
現
、
④
五
升
苗
ダ
ム
建
設
、

⑤
工
場
誘
致
問
題
、
⑥
中
学
校
の
一
部

改
築
と
橘
小
校
舎
改
築
の
実
現
に
努
力

小
林
正
人
55
歳
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
町
内
〕

簾
丞繋

中
仙
田

〔職業

〕

農
業

〔現

職
〕

議
会
総
文
副
委
員
長
、
土
地
改
良
区
理

事
、
仙
田
地
区
開
発
振
興
会
会
長

〔前

歴
〕
中
仙
田
小
P
T
A
会
長
、
仙

田
中
P
T
A
会
長
、
町
へ
き
地
教
育
振

興
会
長

【
抱
負
】
①
豪
雪
の
克
服
、
②
清
潔
誠

実
勇
気
を
信
条
に
、
信
頼
で
き
る
町
政

の
確
立
、
③
若
人
の
定
着
で
き
る
工
場

誘
致
、
④
総
合
開
発
計
画
の
推
進
、
⑤

昇
格
す
る
四
〇
四
号
線
の
改
良
促
進

　
小
林
寅
雄
57
歳
新
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
町
内
〕

中
屋
敷

〔職業

〕

農
業

〔前

歴
〕

国
鉄
職
員

【
抱
負
】
議
会
に
新
鮮
な
空
気
と
新
し

い
感
覚
の
導
入
を
心
が
け
、
町
民
と
の

対
話
を
た
い
せ
つ
に
要
望
の
実
現
に
努

力
し
ま
す
。
①
生
活
環
境
の
整
備
充
実
、

②
社
会
教
育
の
充
実
と
青
少
年
の
健
全

育
成
、
③
町
道
の
整
備
と
無
雪
道
路
の

確
保
、
④
社
会
福
祉
の
向
上
、
⑤
農
業

の
経
営
基
盤
の
充
実
、
⑥
地
場
産
業
の

振
興
と
企
業
誘
致
の
推
進

羽
鳥
欣
一
5
5
歳
現

〔
町
内
〕
木
落
　
　
〔
職
業
〕
建
設
業

〔現

職
〕
国
保
運
営
協
議
会
委
員
、
河

川
愛
護
会
理
事
　
　
〔
前
歴
〕
町
交
通
安

全
協
会
長

【
抱
負
】
町
民
が
雪
国
の
暗
い
イ
メ
ー

　
　
ふ
っ
し
ょ
く

ジ
を
払
拭
し
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に

努
力
し

ま
す
。

①
道
路

改
良
と

無
雪
道
路
の
促
進
、
②
教
育
環
境
の
整

備
、
③
河
川
改
良
を
推
進
し
、
農
地
の

保
護
を
図
る
、
④
青
少
年
の
建
全
育
成
、

⑤
交
通
安
全
対
策
、
⑥
福
祉
の
推
進

　
小
海
貞
二
50
歳
現

〔
町
内
〕
上
野
　
　
〔
職
業
〕
会
社
員

現
職
〕
議
会
産
業
厚
生
委
員
　
　
〔
前

歴
〕
町
消
防
団
第
三
分
団
長

【
抱
負
】
①
明
る
い
豊
か
な
活
力
あ
る

町
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
②
産
業
基
盤

の
整
備
、
工
場
誘
致
な
ど
に
よ
り
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
定
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
化
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
若

　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
．
者
の
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
ン

を
考
え
る
。
③
道
路
整
備
と
無
雪
道
路

の
確
保
、
効
率
的
な
排
雪
体
制
を
確
立

す
る
。
④
上
野
、
下
平
地
区
下
水
道
の

早
期
完
成
に
努
力
す
る
。

桑
原
要
雄
6
0
歳
現霧肇難寓

〕　　　　〕　　　　〕

国
保
運
営
協
議
会
会
長
、
仙
田
開
発
振

興
会
副
会
長
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
会
長
、
新
農
構
推
進
委
員
、
仙
田
小

後
援
会
会
長
　
　
〔
前
歴
〕
国
民
年
金
委

員
、
畜
産
公
害
対
策
協
議
会
委
員
、
国

保
運
営
協
議
会
委
員

【
抱
負
】
町
長
の
施
政
方
針
を
擁
護
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
協
力
す

る
。
特
に
過
疎
対
策
（
末
端
集
落
）
と

健
全
な
る
青
少
年
の
育
成
に
努
力
す
る
。

　
平
野
圭
二
68
歳
現

〔
町
内
〕

東
善
寺

〔職業

〕

農
業

〔現

職
〕

議
会
議
長
、
土
地
改
良
区
副
理
事
長

町
農
協
第
一
理
事
　
　
〔
前
歴
〕
農
業
委

員
会
長
、
千
手
町
農
協
組
合
長

【
抱
負
】
①
農
業
立
町
を
貫
き
、
生
産

組
合
等
と
強
化
と
、
若
者
の
働
け
る
工

場
の
誘
致
を
図
る
。
②
新
幹
線
の
開
通

を
控
え
て
、
保
養
基
地
、
住
宅
街
の
建

設
、
文
化
施
設
の
導
入
を
図
り
商
工
業

の
発
展
を
促
す
。
③
道
路
整
備
、
交
通

対
策
、
青
少
年
対
策
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興

高
橋
弥
太
郎
5
6
歳
現

〔
町
内
〕
高
倉
　
　
〔
職
業
〕
農
業

〔現

職
〕
議
会
選
出
監
査
委
員
、
農
業
共

済
評
価
会
委
員
、
川
西
高
校
後
援
会
理

事
〔
前
歴
〕
議
会
建
社
委
員
長
、
広

域
事
務
組
合
議
員
、
町
商
工
会
監
事
、

川
西
高
校
P
T
A
会
長

【
抱
負
】
教
育
は
遅
効
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
に
わ
か
に
変
化
は
現
れ
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
は

速
効
的

・
で
あ
り
、

そ
の
影

響
は
如

実
に
現
れ
て
く
る
。
的
確
な
判
断
で
町

民
の
た
め
の
行
政
を
推
進
す
る
。

戸
田
専
治
66
歳
現

〔
町
内
〕
仁
田
　
　
〔
職
業
〕
税
理
士

〔現

職
〕
議
会
総
文
委
員
長
　
〔
前
歴
〕

議
会
総
文
副
委
員
長

【
抱
負
】
こ
の
四
年
間
の
任
期
中
に
ぜ

ひ
や
り
た
い
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。①

川
西
中
学
校
の
一
部
改
築
と
橘
小
学

校
の
改
築
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
「
十

日
町
地

域
広
域

市
町
村

圏
協
議

会
」
決
定
事
項
の
忠
実
な
実
行
。

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
努
め
ま
す
。

上
村
広
治
58
歳
　
新

　
　
〔
町
内
〕

　
　
上
野

　
　
〔
職
業
〕

　
　
農
業

　
　
現
職
〕

上
野
地
区
下
水
道
委
員
会
長

【
抱
負
】
町
民
が
お
互
い
に
相
談
し
合

い
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
そ
れ
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
パ
イ
プ
役
を
努

め
る
。
①
溜
池
水
源
の
冬
期
利
用
に
よ

る
流
雪
溝
の
整
備
、
②
医
療
施
設
の
充

実
、
③
水
田
利
用
再
編
対
策
の
見
直
し
、

④
農
業
経
済
の
安
定
、
⑤
商
工
業
振
興
、

⑥
道
路
改
良
、
⑦
下
水
道
の
整
備
、
⑧

社
会
福
祉
の
充
実

登
坂
　
　
茂
6
1
歳
現

〔
町
内
〕

岩
瀬

〔職業

〕

農
業

〔現

職
〕

議
会
産
厚
委
員
長
、
町
へ
き
地
教
育
振

．
興
会
長
、
土
地
改
良
区
理
事
、
衛
生
施

設
組
合
議
員
、
伝
染
病
組
合
議
員

〔前

歴
〕
仙
田
中
P
T
A
会
長
、
仙
田
振

興
協
議
会
会
長

【
抱
負
】
①
工
場
誘
致
に
努
力
、
②
国

県
道
改
良
促
進
、
③
川
西
大
橋
の
実
現
、

④
無
雪
道
路
確
保
の
た
め
、
町
民
の
協

力
体
制
と
流
雪
溝
の
整
備
、
⑤
青
少
年

の
健
全
育
成
、
⑥
新
農
構
等
の
促
進
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農
業
委
員
が
決
ま
る

　
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

七
月
十
七
日
執
行
の
川
西
町
農
業
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
は
、
立
候
補
者
と
定

数
が
同
数
の
た
め
、
無
投
票
と
な
り
、

七
月
十
八
日
の
選
挙
会
で
次
の
方
々
の

当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
川
西
町
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員
が
十
七
人
、
町
長
が
選
任
す
る

委
員
が
三
人
の
計
二
十
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
長
は
水
品
正
一
郎
氏

　
改
選
後
第
一
回
の
農
業
委
員
会
は
、

先
月
二
十
八
日
に
役
場
の
議
場
で
開
か

■
9
●
2
置
9
9
・
も
o
，
o
，
●
o
甲
監
●
●
2
置
6
9
噂
喚
●
●
0
の
9
3
F
－
じ
善
9
9
．
■
峯
D
●
9
『
、
・
塾
5
～
㌔
■
量
，
■

　
　
　
　
　
　
　
口
　
立
倉

　
　
　
　

　
　
　
1
9
　
　
　
　
　
　
白

　
　
　
宅
　
　
野
沖
大

　
　
　
飢

員　
　
　
5
　
　
　
歳
歳
歳

　
　
　
　
～
　
　
5
9
弘
51

委
　
　
　
2
0

　
　
　
7
．

業　　
　
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
期
　
　
硯
＠
噺

農　　
　
任

　
　
　
（

い
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
委
一
義
清

し　　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
よ
隆
貞

斤　　
　
　
　
に

来　
　
　
　
　
挙
名
藤
坂

　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
☆
星
数
保

れ
て
い
ま
す
。

　
会
長
に
水
品
正
一
郎
氏
、
会
長
代
理

に
は
高
津
正
氏
を
互
選
し
た
ほ
か
、
議

席
の
指
定
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
三
年
間
、
農
地
．
農
政
な
ど
の

諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
農
業
委
員
の
役
割

　
《
法
令
に
基
づ
く
業
務
》

①
農
地
法
等
に
基
づ
く
農
地
、
採
草
放

　
牧
地
、
ま
た
薪
炭
林
の
利
用
関
係
の

　
調
整
や
自
作
農
の
創
設
維
持
に
関
す

　
る
こ
と
。

②
農
用
地
利
用
増
進
法
に
よ
り
そ
の
権

」
霊
0
9
■
・
‘
㌔
3
9
9
8
」
・
0
0
3
●
●
，
も
●
8
3
9
、
竃
塾
5
●
，
・
’
．
驚
0
0
●
3
ご
㌔
・
●
■
，
0
8
：
●
■
O
●
，
8
，
；
ち
　
　
’
：

限
に
属
さ
れ
た
こ
と
。

③
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
農
地
等
の
交

換
分
合
と
こ
れ
に
付
随
す
る
こ
と
。

④
そ
の
他
法
令
に
よ
っ
て
農
業
委
員
会

　
の
権
限
に
属
さ
れ
た
こ
と
。

《
法
令
に
属
さ
な
い
任
意
業
務
》

①
農
地
等
の
利
用
関
係
に
つ
い
て
の
あ

　
っ
せ
ん
と
争
議
の
防
止

②
農
地
等
の
交
換
分
合
の
あ
っ
せ
ん
そ

の
他
農
地
事
情
の
改
善
。

③
農
業
、
農
村
に
関
す
る
振
興
計
画
の

　
樹
立
と
実
施
推
進
。

④
農
業
技
術
の
改
良
、
農
業
経
営
の
合

　
理
化
な
ど
。

⑤
農
業
者
年
金
の
業
務
、
そ
れ
に
出
か

　
せ
ぎ
対
策
。

　
こ
れ
ら
が
重
要
な
仕
事
と
し
て
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

35歳　木　　落

51歳中仙田
50歳　赤　　谷

57歳高原田
66歳元　　町

47歳　新町新田

54歳仁　　田

53歳霜　　条

50歳下　　原

57歳寺　　尾

52歳　小　　脇

64歳　上　　野

62歳四郎兼
54歳室　　島

（〃）

（〃）

（〃）

（現）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（元）

（現）

（〃）

（〃）

（〃）

田口直人
小林忠臣
高橋信雄
村山勇太郎

雄
郎

増
　
一

木
辺

押
渡

佐藤寅夫
星名昭次
田中久義
南雲幸二
斎木稀治
今井誉夫
平野末之助

増田準一

友
領
辛

☆町長が選任する委員

羽鳥力夫農協推薦45歳伊
水　品　正一郎　町議会推薦　68歳　三

高津正〃57歳塩

「
き
ー
ん
　
　
季
f
し

協
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら

　
　
　
　
　
「
み
ど
り
の
証
書
を

ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
返
し
く
だ
さ
㌧
」

　
八
月
は
、
福
祉
年
金
証
書
を
返
す

月
で
す
。

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

八
月
期
の
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
年
金
証
書
を
役
場
の
年
金
係

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
、
八
月
分
か
ら
向
こ
う
一

年
間
の
支
給
額
を
決
定
し
、
国
民
年

金
証
書
に
、
年
三
回
の
支
給
金
額
を

記
入
す
る
た
め
な
の
で
す
。

　
証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
次
の

年
金
支
払
月
で
あ
る
十
一
月
が
き
て

も
、
年
金
の
支
払
い
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
年
金
証
書
を
役
場
に
返

す
と
き
、
次
の
こ
と
を
聞
き
ま

す
の
で
、
わ
か
る
よ
う
に
メ
モ

を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
五
十
五
年
一
月
か
ら
十

　
二
月
ま
で
の
間
に
、
あ
な
た

　
や
家
族
の
方
で
、
土
地
・
家

　
屋
等
を
売
っ
た
こ
と
が
あ
っ

　
た
か
ど
う
か
。
　
（
売
っ
た
人

　
の
氏
名
、
あ
な
た
と
の
続
柄
）

②
あ
な
た
は
国
民
年
金
以
外
の

年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
る
か
ど
う
か
。
　
（
受
け
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
年
金
証
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

　
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
八
月
十
一

日
か
ら
で
す
。
十
一
日
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
郵
便
局
の
窓
口
に
役
場
の
係

員
が
出
張
し
て
証
書
を
お
預
り
し
ま

す
。
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

き
る
だ
け
早
め
に
年
金
係
へ
証
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

証
妻
臼
の

堤
出
老
．

需
秀
！

　
t

な凶
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十百町地域広域事霧組合　i轄編蔀麺舞輔辞■顧　
食
中
毒
は
、
大
き
く
次
の
三
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　
細
菌
性
食
中
毒
と
化
学
性
食
中
毒

（
農
薬
な
ど
）
、
そ
れ
に
自
然
毒
（
ふ
ぐ

や
キ
ノ
コ
な
ど
に
よ
る
も
の
）
で
す
。

こ
の
う
ち
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
最

も
多
く
、
全
体
の
八
割
か
ら
九
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
細
菌
性
食
中
毒
の
う
ち
、
主
に
ブ
ド

ウ
球
菌
と
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
、

ふ
だ
ん
の
手
洗
い
と
深
い
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
ブ
ド
ウ
球
菌
で
す
が
、
こ
れ
は

，
ム
一
■
，
，
・
。
8
．
。
8
働
一
．
9
3
呂
。
，
●
も
雪
一
・
ら
一
鷺
．
。
・
●
ε
．
8
●
零
．
’
む
7
・
6
・
8
＆
●
9
・
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

一55年度決算と56年度予算一

皇
可
．
，
些
o
．
●
皇
雪
丁
～
の
一
〇
〇
●
●
毒
3
●
帥
豊
7
●
垂

（単位万歳出

算決度年
計

5
会

隠
般

翫
一

日
①
入

◎
　
歳

科　　　目 金額 科　　　目 金額
1．分担金及び負担金 52，530 1．議　　会　　費 45
2．使用料及び手数料 89 2．総　　務　　費 1，381

3．国庫支出金 1，117 3．消　　防　　費 52，028

4．繰　　越　　金 1，213 内①常備消防費 33，272

5．諸　　収　　入 1，452 ②非常備消防費 10，069

6寄　　付　　金 15 訳③消防施設費 8，687

合　　　　　　計 56，416 4』公　　債　　費 1，888

合　　　　　　　計 55，342

差　引　繰　越　金 1，074

人
や
動
物
の
皮
膚
、
鼻
、
の
ど
、
頭
髪
、

つ
め
の
中
な
ど
に
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
で
は
害
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

い
っ
た
ん
人
の
手
を
経
て
食
べ
物
な
ど

に
付
着
し
て
増
殖
を
始
め
る
と
、
食
中

毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
球
菌

に
よ
っ
て
食
中
毒
を
起
こ
す
食
品
に
は
、

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ク
リ
ー
ム
を
使
っ

た
ケ
ー
キ
、
お
に
ぎ
り
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
大
腸
菌
は
ふ
ん
便
の
中
に
だ

け
い
て
、
し
か
も
口
以
外
の
と
こ
ろ
か

ら
は
人
体
に
侵
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　
」
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’
も
マ
・
2
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璽
3
』
曜
3
＆
璽
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ゆ
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円
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万
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位
　
　
　
　
　
位

　
　
　
　
　
　
　
単
　
　
　
　
　
単

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

負担金の内訳

十日町市（49．4％）

　　25，963

津南町（22．9％）

　　12，014

川西町（17．0％）中里村
’　　　　　　　　　　　　　（10．7％）

　ノ＆9281　義625

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ド
ウ
球
菌

と
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
を
防

ぐ
に
は
、
い
か
に
手
洗
い
が
た

畠
罵
，
9
‘
◎
，
孟
マ
3
る
一
？
8
盤
▼
2
畠
¶
3
8
●
’
ム
璽
’
童
▼
’
ム
璽
，
・
ム
雪

②特別会計

会　計　名 歳　入 歳　出 差引繰越

総合福祉センター 2，182 2，086 96
と　畜　場　事　業 3，468 2，949 519
合　　　　　　　計 5，650 5，035 615

い
せ
つ
か
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
細
菌
性
食
中
毒
の
原
因

と
な
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
魚
介
類
に
付

着
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
は
も
と
も
と
動
物
の
体
内
に
す
ん
で

い
ま
す
の
で
、
魚
介
類
や
動
物
性
食
品

の
第
一
次
汚
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
で

す
か
ら
、
二
次
汚
染
つ
ま
り
、
食
中
毒

な
ど
の
予
防
に
は
「
清
潔
（
調
理
器
具

な
ど
）
」
　
「
じ
ん
速
（
早
く
調
理
し
、

早
く
食
べ
る
）
」
　
「
温
度
管
理
（
冷
却

と
加
熱
）
」
の
三
原
則
を
守
っ
て
食
品

を
扱
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
が
、
さ

　
　
　
　
　
　
，
9
，
●
』
冨
．
，
乙
9
．
・
■
乙
マ
8
ム
願
7
δ
8
■
・
’
●
零
・
9
・
＆
ヤ
，
●
．
8
3
。

　
　
　
ラ

　
　
　
円

　
　
　
万

　
　
　
位

　
　
　
単

　
　
　
（負担金の内訳

　　会計名市町村名 総合福祉センター と畜場事業 合　計

十日町市 142 736 878
川　西　町 92 172 264
津　　南　町 1，474 270 1，744

中　里　村 114 86 200
合　　　　計 1，822 1，264 3，086

●
●
O
o
●
9
9
8
●
．
8

ら
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

な
手
洗
い
”
で
す
。

ミ完全な手洗いぐ

のための5章

o

“
完
全

1鍵

①
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
洗
う
。

②
つ
め
を
短
く
切
る
。

③
せ
っ
け
ん
や
せ
っ
け
ん
液
を
使
っ
て
、

　
最
低
限
ひ
じ
か
ら
下
を
洗
う
。

④
せ
っ
け
ん
な
ど
で
よ
ご
れ
を
落
と
し

　
た
あ
と
の
す
す
ぎ
は
、
十
分
に
時
間

　
を
か
け
る
。

⑤
手
を
ふ
く
タ
オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
は
、

　
い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
く
。

0
8
9
．
，
る
零
。
。
＆
竃
。
，
●
●
8
．
。
8
8
．
9
～
●
マ
，
。
・
昌
9
．
3
亀
9
。
o
＆
3
．
・
の
●
8
．
．
・
の
3
3
3
一
マ
・
・
。
8
？
」
・
零
・
・
ε
一
〇
．
。
●
8
9
9
・
・

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

歳出

算予度年
計

6
会

5
般

和
一

昭
①
入

◎
　
歳

科　　　目 金額 科　　　目 金　額

1．分担金及び負担金 55，809 1．議　　会　　費 63
2．使用料及び手数料 40 2．総　　務　　費 1，514

3．国庫支出金 1，257 3。消　　防　　費 53，807

4．寄　　付　　金 1
内
訳

①常備消防費 34，693

5繰　　越　　金 50 ②非常備消防費 11，058

6．諸　　収　　入 123 ③消防施設費 8，056

合　　　　　　計 57，280 4．公　　債　　費 1，796

5．予　　備　　費 100
合　　　　　　　計 57，280

負担金の内訳

十日町市（49．1％〉

　　　27，424

津南町（22．3％）

　　12，418

　　　　　，川西町（16．6紛

拗軌28・／
中里村

（12．0％）

6，686

あ
な
た
の
お
宅
で
も

食
品
の
見
直
し
を

　
▽
食
品
の
調
理
に
対
す
る
心
構
え

　
．
調
理
は
「
清
潔
」
　
「
じ
ん
速
」
　
「
冷

　
　
却
と
加
熱
」
の
三
原
則
を
守
る
。

　
・
野
菜
・
魚
介
類
は
十
分
洗
浄
す
る
。

　
・
包
丁
．
ま
な
板
・
ふ
き
ん
な
ど
は
十

　
　
分
に
洗
浄
・
殺
菌
・
乾
燥
す
る
。

　
・
冷
蔵
庫
の
つ
め
過
ぎ
に
注
意
す
る
。

　
・
残
り
も
の
は
必
ず
再
加
熱
す
る
。

　
▽
調
理
食
品
に
対
す
る
心
構
え

　
・
会
席
料
理
等
は
で
き
る
だ
け
そ
の
場

　
　
で
食
べ
る
。

　
．
仕
出
し
な
ど
の
料
理
は
、
食
べ
る
時

　
　
間
を
は
っ
き
り
伝
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
円
　
　
　
　
　
円

　
　
　
万
　
　
　
　
万

　
　
　
位
　
　
　
位

　
　
　
弾
　
　
　
弾

・
亀
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．
8
一
噌
3
●
3
■
●
’
●
O
O
3
●
●
零
。
．
3
3
，
。
3
8
0
。
・
●
■
雪
9
・
呂
一
■
・
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一
馨
●
8
一
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〇
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D
8
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魯
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8
艦
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3
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会計名 予算額
と畜場事業 3，139

予算額
　　2，454

　②特別会計

　会計名
総合福祉センター

負担金の内訳

　　会計名市町村名 総合福祉センター と畜場事業 合　　計

十日町市 174 705 879
川　西　町 112 147 259
津　南　町 1，745 244 1，989

中　里　村 137 84 221

合　　　計 2，168 1，180 3，348
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1：…うぼう

　
先
月
は
、
各
地
で
い
ろ

い
ろ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
会
場
で
も
、
参

加
者
は
暑
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
、
元
気
い
っ
ぱ
い
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。　

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
ふ
う

に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て

み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
腰
を
の
し
ま
し
た
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
お
年
寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
に
最
適
と
、
各
地
で
ゲ
ー
ト
ボ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ー
ル
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
輔

　
六
月
二
十
八
日
に
は
、
千
手
小
の
グ
ラ
ン
ド
で
教
育
委
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
会
が
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
集
ま
っ
た
お
年
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
り
た
ち
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
心
か
ら
味
わ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
．

　　　　　　　　　　　　　　　髪　　　　　　　　　　　　覆　　　　　　鰻　　　　叢

　
　
　
　
欝
．

　
　
　
　
轟

　
　
辮
灘
灘

欝雛鰯
翻
齪
、

　
　
　
灘
　
灘

　
　
筆
　
　
　
講

　
　
織嚇

千手地区民r大運動会」

　
千
手
地
区
民
「
大
運

動
会
」
は
先
月
十
九
日

に
川
西
中
グ
ラ
ン
ド

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
だ
け
で

も
延
ぺ
九
百

人
と
い
う
に

十
五
日
・
正
午
に
は

分
間
の

黙
と
う
を

今
年
も
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
十

五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
半

旗
を
掲
げ
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
、
一
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま

す
。

多
多
ぐ
ぐ
多
＼
そ
2
）
ケ
峯
そ
そ
そ
）
ク
蓑
そ
～
婁

　　　　　　　　球　　　　　野）少

優勝は
上野Aチーム

〈
決
勝
戦
上
野
A
・
橘
A

灘
灘
鯉

ぎ
や
か
な
大

会
で
し
た
。

写
真
は

年
齢
別

リ
レ
ー

で
す
。
疑
、

　
　
N
，

　
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の
先
月
二

十
五
、
六
日
に
恒
例
の
少
年
野
球
大
会

が
川
西
中
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
決
勝
戦
で
上
野
A
チ
ー
ム

が
橘
A
チ
ー
ム
を
5
1
3
で
下
し
優
勝

し
て
い
ま
す
。

〈
上
野
A
に
メ
ダ
ル
の
ブ
レ
ゼ
ン
ト

華
鱒
，
、

灘嚢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

難多

皇
居
構
内
の
清
掃
奉
仕

団
長
　
田
　
村
　
才
　
一

　
第
八
回
十
日
町
地
区
皇
居
勤
労
奉
仕

団
一
行
六
十
人
（
十
日
町
市
十
二
人
、

川
西
町
四
十
八
人
）
は
、
六
月
三
十
日

よ
り
四
日
間
、
皇
居
構
内

の
清
掃
奉
仕
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
一
行
は
作
業
服
姿
の
ま

ま
、
両
陛
下
、
両
殿
下
一

族
の
ご
会
釈
を
賜
わ
り
、

万
歳
三
唱
の
と
き
は
、
目

頭
が
熱
く
な
り
、
万
歳
の

声
も
薄
ら
ぐ
ほ
ど
の
感
激

で
し
た
。

　
今
年
は
、
天
皇
陛
下
が

満
八
十
歳
に
な
ら
れ
た
年

で
す
。
こ
う
し
た
意
義
あ

る
年
に
奉
仕
で
き
、
団
員

一
同
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
宮
内
庁
に
申
請

し
て
、
引
き
続
き
実
施
す

る
予
定
で
す
の
で
、
希
望

の
方
は
、
私
の
と
こ
ろ
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

郎

奉
仕
団
の
規
定
に
よ
り
、
人
員
に
制
限

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
先
着
順
と
い
た
し

ま
す
。
電
話
は
八
ー
二
二
九
五
番
で
す
。橘地区の人たちです
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障害の種類

精神障害者

　101人

＼　　（24．9％）

　
町
内
に
障
害
者
と
い
わ
れ
る
方
々
は
、

四
百
六
人
ほ
ど
お
り
ま
す
。
　
（
五
十
六

年
三
月
末
現
在
）

　
こ
れ
は
、
町
民
百
人
に
四
人
が
な
ん

ら
か
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
　
（
県
平
均
は
三
人
）

　
最
近
は
、
医
療
の
進
歩
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
難
病
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ

り
、
障
害
者
は
依
然
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
障
害
者
に
対
す
る
お
手
伝
い
は
、
特

に
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
ご
く
自
然
な

気
持
ち
で
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

身体障害者

精神薄弱者

　　53人
、（13．0％

　障害者

　406人

身体障害者

　　252人
　（62．1％）

害
　
）

障
人
娚

部
6
ω

内

音声機能・
言語機能障害

　2人
（0．8％）

聴覚・平衡機能障害

　　56人
　　　（22，2％）

　　　　　　　　視覚障害
　　　　　　　22人（8．7％）

　　身体障害者

　　252人

肢体不自由

撫）／

目
の
不
目
由
な
方
は

テ
ー
プ
の
「
広
報
」
を
ど
う
ぞ

　
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
の
声
の
朗
読

奉
仕
用
に
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
ヤ

ク
ル
ト
販
売
㈱
と
日
本
生
命
㈲
の
善
意

で
、
先
ご
ろ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
贈

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
広
報
か
わ

に
し
七
月
号
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録

音
し
て
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
好
評
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
広
報
紙
や
福
祉
だ
よ
り
な
ど
の
録

音
を
続
け
て
貸
し
出
し
て
い
き
ま
す
。

利
用
さ
れ
た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
朗

読
奉
仕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま

す
。
現
在
二
人
の
方
が
申
し
出
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
が
、
も
う
三
、
四
人
く
ら

い
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
よ
ろ
し
く
ご
協
力
願
い
ま
す
。

障害者年です
今年は

国拶

　覧

シンボルマーク

一完全参加と平等一
　今年はr国際障害者年」です。
これは、国連が昭和51年（1976）
の第31回総会で決議したもので、

障害を持つ人の社会へのr完全参
加と平等」をテーマにしています。

『参加』　　とは単なる社会生活

　への参加にとどまらず、さまざ
　まな分野で社会の発展に貢献す
　ることを意味します。

『平和』　　とは障害者であるた

　めに不平等な扱いを受けること

　なく、経済的・社会的に他の一
　般の人たちと同じ生活を送るこ

　とができることにあります。

　障害を持つ人の問題は、その人

たちの特殊な問題として取り扱わ

れるべきではなく、社会全体とし
て考えられるべきことがらです。

　皆さんの正しい理解と温かい手
が必要です。

～
よ

捧オっ
‘鑑

震し
箋自の

9ぢ’・’

㌃『・

雛
■●o■●・

℃72．

　　饗織碇静爵：

編
物
が
好
き
で
す

　
　
　
元
町

　
　
　
　
田
畑
カ
ツ
さ
ん

　
田
畑
さ
ん
の
家
の
縁
側
か
ら
は
、

ま
っ
正
面
に
越
後
三
山
が
仰
げ
る
。

風
通
し
も
よ
く
、
夏
の
暑
さ
も
さ
ほ

ど
苦
に
な
ら
な
い
。

　
茶
の
間
へ
上
げ
て
い
た
だ
き
、
い

ろ
ん
な
話
を
お
聞
き
し
た
。

　
田
畑
さ
ん
は
、
明
治
三
十
六
年
の

生
ま
れ
で
今
年
七
十
八
歳
に
な
ら
れ

た
。
編
物
が
得
意
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
そ
で
な
し
な
ん
か
は
近
所
の
人

に
も
分
け
て
や
っ
て
た
て
エ
」

　
毛
糸
は
ハ
ン
パ
も
の
を
使
っ
て
い

る
。
も
ら
い
も
の
が
多
い
ら
し
い
。

　
「
今
は
材
料
が
集
ま
ら
な
く
て
、

そ
で
な
し
ま
で
は
な
か
な
か
編
め
な

い
で
の
オ
」

　
そ
れ
で
も
、
古
く
な
っ
た

セ
ー
タ
ー
な
ど
を
ほ
ぐ
し
て

は
編
物
を
楽
し
ん
で
い
る
と

い
う
。

　
奥
の
方
か
ら
風
呂
敷
包
み

を
た
い
せ
つ
そ
う
に
持
っ
て

き
た
。

　
包
み
の
中
か
ら
は
、
五
枚

ほ
ど
足
ふ
き
が
で
て
き
た
。
色
と
り

ど
り
で
編
み
目
も
整
っ
て
い
る
。

　
コ
つ
編
む
の
に
は
、
仕
事
で
も

な
い
の
で
四
、
五
日
は
か
か
る
て
エ
」

　
夏
場
は
畑
の
草
取
り
に
追
わ
れ
、

あ
ま
り
編
め
な
い
そ
う
だ
。

　
「
夜
は
別
の
楽
し
み
が
あ
る
の
で

全
然
編
め
ね
え
の
オ
」

　
ち
ょ
っ
と
そ
ち
ら
の
話
も
お
聞
き

し
た
く
な
っ
た
。

　
「
じ
つ
は
、
し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
好

き
で
そ
オ
、
夜
に
な
る
と
お
湯
を
混

ぜ
て
は
飲
ん
で
ら
ん
だ
て
エ
」

　
コ
升
が
一
週
間
ぐ
ら
い
で
空
く

の
オ
」

　
傍
ら
で
家
の
人
が
「
三
日
ぐ
ら
い

じ
ゃ
ね
え
か
い
。
た
ま
に
は
よ
じ
け

る
こ
と
も
あ
る
ぜ
エ
」
。
と
い
っ
た
。

　
「
風
邪
も
ひ
い
た
こ
と
が
な
い
て

エ
。
じ
ょ
う
ぶ
が
と
り
え
で
の
オ
」

　
こ
れ
も
自
慢
の
一
つ
で
あ
る
。

　
二
人
の
ひ
こ
（
保
育
園
の
男
児
と

一
歳
の
女
児
）
の
め
ん
ど
う
も
時
々

み
る
が
、
足
腰
の
鍛
錬
に
も
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
んr持ち合わせはこれだけ」と田畑さ



広報かわにし／昭和56年　8月10日発行”1“1”lll”1”””ll”1””lll”III””1””lll”1””””lol”””””1”lll””1”””1””””””ll””1”1””ll”II”1”””””ll””””1”””1”【10】

鐡
．
麟

端畷．
　
　
　
　
　
　
　
野

恕
　
　
酵

　
　
　
　
　
　
　
も

公民館だより

8月と9月上旬の社会教育日程

　会　 場

元町集落センター

三箇公民館

橘　分　館

総合センター

白倉集会所

橘　分　館

総合センター

中仙田公民館

木落公民館

新町公民館

橘　分　館

上野分館
赤谷集落センター

新町公民館
元町集落センター

木落公民館

学習開始時間

午後

　8：00～
　〃

　　2＝00～

　〃

　　2：00～

　〃

　8：00～
　〃

　　8：00～

　〃

　8：00～
　〃

　　1：30～

　〃

　　8：00～

　〃

　　8：00～
　〃

　　8：00～

　〃

　8：00～
　〃

　　2100～
　〃

　　8：00～

　〃

　　8：00～
　〃

　8：00～
　〃

　　1：30～

　学級名

元町書道教室

三箇高齢者学級

橘高齢者学級

千手婦人学級

橘家庭教育学級

千手高齢者学級

仙田婦人学級

橘婦人学級

上野高齢者学級

赤岩家庭教育学級

元町書道教室

木落高齢者学級

期　日

8．11（火）

8．11（火）

8．17（月）

8．18（火）

8．19（水）

8。20（木）

8．20（木）

8．21（金）

8．23（日）

8．24（月）

8．24（月）

8．25（火）

9．5（土）

9．7（月）

9．9（水）

9．10（木）

　
　
プ
●
σ

会
”
・
”
・
“
・
“
・

大
●
．
●
．
●
．
●
．
で

区
・
”
・
耗
校

地
．
・
．
・
”
・
”
・
学

　
　
．
●
．
●
●
●
中

ヨ
つ
　
　
　

張
・
”
・
耗
洒

主
耗
・
”
・
訓

の
・
”
・
耗
鋼

年
耗
・
”
・
今

少
●
・
●
・
●
・
●
・

「
1
　
　
●
●
●
、

　
　
●
●
、

　
　
、

宮
啓
一
（
山
野
田
）
、
北
村
カ
ト
（
中

央
町
）
、
高
橋
寛
治
（
三
領
）
、
南
雲

隆
三
（
三
領
）
、
沢
口
茂
利
（
上
野
）
、

上
野
喜
久
（
下
平
新
田
）
、
斎
藤
ト
シ

エ
（
上
野
）
、
戸
田
禎
一
（
仁
田
）
、

田
中
義
勝
（
下
原
）
、
小
幡
ヨ
シ
（
仁

田
）
、
小
林
義
幸
（
中
仙
田
）
、
小
林

英
夫
（
中
仙
田
）
、
小
川
直
克
（
赤
谷
）
、

小
川
充
（
岩
瀬
）
、
茂
野
チ
ト
セ
（
藤

沢
）▽

監
事
大
漢
晶
子
（
上
町
）
、
平
沢

徳
松
（
仁
田
）

献
血
二
十
回
以
上
の
方

　
　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
献
血
台
帳
整
備
の
た
め
、

二
十
回
以
上
献
血
さ
れ
た
方
を
調
べ
て

い
ま
す
。

　
該
当
の
方
は
、
八
月
十
五
日
（
土
）

　この大会は、十日町・中魚沼地

区内の中学生が、日ごろ考えてい

る清新で建設的な意見を発表する
場です。

　今年は、川西中学校で行われる

ので、皆さんからも大ぜい参加い

ただき、子供たちの健康な心身づ

くりへのご理解を深めてくださる

ようお願いします。

青
少
年
育
成
町
民
会
議
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
立
さ
れ
ま
し
た

《》日時　8月21日（金）

　　　　午後1時30分から

＜》会場　川西中学校体育館

＜》主催　十日町・中魚沼地域

　青少年対策推進協議会、中

　魚沼郡・十日町市教育委員

会連絡協議会

　
先
月
十
二
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
町

民
百
七
十
人
あ
ま
り
が
出
席
し
て
、
青

少
年
育
成
町
民
会
議
の
設
立
総
会
が
行

・
ミ
辮

設立総会には170人余が出席

わ
れ
、
力
強
い
設
立
宣
言
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
入
会
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
、
会
員
は
現
在
千

百
六
十
七
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
規
約
、
昭
和
五
十
六
年
度

事
業
計
画
・
予
算
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
に
は
次
の
方
々
が
選
ば

れ
、
民
間
サ
イ
ド
の
組
織
と
し
て
い
よ

い
よ
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
役
員
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
会
長
　
小
林
健
三
（
木
島
町
）

▽
副
会
長
　
大
久
保
三
吉
（
野
口
）

▽
運
営
委
員
　
渡
辺
一
治
郎
（
中
屋
敷
）
、

市
川
松
男
（
中
屋
敷
）
、
星
名
義
則

（
学
校
町
）
、
関
口
良
平
（
神
社
町
）
、

ま
で
に
役
場
健
康
管
理
室
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

O
電
話
八
⊥
三
二
　
　
〇
有
線
一
二

三
二

健
康
づ
く
り
大
会

　
川
西
町
健
康
づ
く
り
大
会
が
次
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。

◇
日
時
八
月
三
十
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

◇
会
場
　
千
手
小
学
校
体
育
館

　
こ
の
大
会
は
、
み
ん
な
が
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
保
健
衛
生

思
想
の
普
及
と
向
上
、
そ
れ
に
健
康
づ

く
り
は
自
ら
率
先
し
て
行
う
、
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

記
念
講
演
も
あ
り
ま
す
。

◇
演
題
　
つ
く
ろ
う
健
康
ゆ
た
か
な
明

日
へ

◇
講
師
　
新
潟
県
健
康
を
守
る
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
　
本
間
ム
ッ
先
生

　
）
）
3
曳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）
）
う
～

訓
練
生
募
集

　
県
立
魚
沼
古
同
等
職
業
訓
練
校
（
北
魚

沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
次
に
よ
り
五

十
七
年
度
普
通
訓
練
課
程
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
訓
練
科
　
電
気
施
設
科
二
十
人

　
　
　
　
　
　
　
測
量
科
二
十
人

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
者

　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
七
年
三
月
卒

　
　
　
　
　
　
　
業
予
定
者
を
含
む
）

▼
年
　
　
　
齢
お
お
む
ね
三
十
歳
以

　
　
　
　
　
　
　
下
の
人

▼
願
書
受
付
九
月
一
日
か
ら
十
月

　
　
　
　
　
　
　
二
十
日
ま
で

▼
選
考
日
十
月
三
十
日
（
金
）

詳
し
く
は
魚
沼
古
同
等
職
業
訓
練
校
へ

（
魯
〇
二
五
七
九
四
－
二
四
一
〇
）
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熱円鍮シ熱佼鞭…鞍・導路清｝
暮、さ、、套懸　　　、；、 ノ、1，・｛　　1　　　国道25皇号線で

掃由
月

、
ン
・
で

路
線

道
号

…
↓
ゼ
2
〕

導
禦

　
　
先
月
二
十
八
日
の

午
前
七
時
か
ら
九
時

ま
で
、
国
道
二
五
二

・
号
線
松
葉
沢
の
溜
池

態
齪
駆
難
糠

㌧
賭
稿
樽
．
て

　
｝
交
通
指
導
で
は
、

磐
郵
麟
難

け
ま
し
た
σ

　
　
一
方
、
道
路
清
掃

、
の
方
で
憾
、
道
の
あ

ち
こ
ち
t
空
き
カ
ン

が
捨
て
ぢ
れ
て
い
る

の
で
、
早
朝
の
作
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
汗
だ
く
で
拾
い
集
め

ま
し
た
。

　
八
月
は
道
路
を
守
る
月
間
で
す
。
道

路
は
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
使
用
し

ま
し
ょ
・
つ
。

，
奮
『
」
ρ
雪
覧
u
妥
」
3
∂
e
8
《
o
ρ
と
」
δ
b
q
J
§
ρ
客
ρ
客
の
菱
σ
の
肇
D
q
J
ρ
》
q
J
奮
《
」
の
赴
」
ミ
9
妥
9
£
」

●
、

N

薪

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
小
川
金
吾
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
二
万

　
円

※
上
村
栄
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら

五
万
円
　
、
㌻

※
須
藤
憲
二
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
一
二
万

円
、
ー
，
、
む
。
華
ず
誓
，
・

囹
な
か
ま
の
家
建
設
資
金
に
と

※
芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
寄
付
と
し

　
て
ユ
ピ
テ
ル
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会
（
代

　
表
．
蔵
品
清
さ
ん
）
か
ら
七
万
七
千

　
三
十
円

※
民
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
寄
付
と
し

　
て
民
謡
ふ
と
ん
の
さ
か
い
（
代
表
・

　
坂
井
重
平
さ
ん
ー
新
潟
市
）
か
ら
十

九
万
八
千
五
十
七
円

※
第
七
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
寄

付
と
し
て
上
越
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　
ラ
ブ
十
日
町
コ
ー
ス
㈱
サ
ン
ラ
イ
フ

　
（
塩
沢
町
）
か
ら
一
二
十
二
万
二
千
五

百
円

囹
広
報
発
行
の
一
助
に
と

東
京
．
大
田
区
に
お
住
い
の
高
津
進

　
さ
ん
か
ら
二
万
円

　　肥　　仙／ノ叫　1’し　丁帆し　∂　▲シートベルトはしていますか　　し道　め
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警察官募集
◎
募
集
期
間
　
八
月
十
二
日
か
ら
九
月

　
九
日
ま
で

◎
受
験
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
八
歳

　
未
満
の
男
子
で
高
卒
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

◎
採
用
試
験
　
九
月
二
十
七
日

◎
試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上

越
市
、
新
発
田
市

詳
し
く
は
お
近
く
の
駐
在
所
へ
。

晧
内
謬

惑

の

をρうせ
電
わ

停

●8月28日　（金）／午前

　9時から午後2時まで、
仁田・野口・原田・根
深．
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一
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3
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一
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3
一
一
一
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一
。
三
一
＝
一
一
一
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3
一
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Q
一
…
｛
一
一
一
…
ξ
監
一
…
一
…
一
…
一
…
一
＝
一
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…
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鰯

　
　
l
l
覧
、
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
、

　
ク
ヨ
も
ヨ
モ
ヘ

　
先
月
二
十
三
日
の
夜
は
、
前
日
と
は

う
っ
て
変
わ
っ
て
涼
し
く
、
し
の
ぎ
や

す
い
陽
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
沖
立
部
落
セ
ン
タ
ー
の
前
で
は
、
縁

台
将
棋
と
五
目
並
べ
大
会
が
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
の
ぞ
い
て
き

ま
し
た
。

　
沖
立
で
は
、
七
月
二
士
二
、
四
日
に

は
「
さ
ん
ち
祭
り
」
と
し
て
、
十
数
年

前
ま
で
は
、
子
供
す
も
う
大
会
や
の
ど

自
慢
大
会
な
ど
を
行
い
、
部
落
総
出
で

祭
り
を
た
ん
の
う
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
勤
め
人
が
多
く
な
り
、
自

分
の
時
間
が
自
由
に
取
れ
な
く
な
っ
た

た
め
か
、
い
つ
の
間
に
か
、
こ
の
祭
り

も
立
ち
消
え
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、
沖
立
縁
台

将
棋
ク
ラ
ブ
な
る
も
の
を
有
志
が
急
き

ょ
結
成
し
、
大
ぜ
い
が
一
堂
に
会
す
る

楽
し
み
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
計
画

し
た
の
が
こ
の
大
会
で
し
た
。

　
試
合
開
始
は
、
ビ
ラ
の
時
間
よ
り
一

時
間
遅
れ
の
八
時
半
か
ら
で
し
た
。
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ノ

棋
の
部
は
参
加
者
八
人
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
争
い
ま
す
。
敗
者
復
活
戦
も
あ

り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
マ
ッ
タ

な
し
」
は
厳
し
い
ル
ー
ル
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
よ
う
と
し

れ
つ
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
夜
づ
り
に
出
か
け
よ
う
と

沖
立
地
内
を
通
り
、
ビ
ラ
を
見
て
参
加

を
決
意
し
た
と
い
う
、
た
だ
一
人
の
部

落
外
の
人
で
し
た
。
地
元
の
人
と
し
て

は
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
五
目
並
べ
で
は
、
こ
ち
ら
も

参
加
者
は
八
人
で
し
た
が
、
す
ん
な
り

若
手
が
優
勝
を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
片
手
に
、
冷
や
や
っ

こ
を
突
っ
つ
き
な
が
ら
の
熱
戦
は
、
十

一
時
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　
戦
い
が
終
わ
れ
ば
打
ち
解
け
た
話
が

で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
　
「
さ
ん
ち
祭
り
」
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
の
機
会
を
と
ら

え
、
み
ん
な
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
催

し
を
計
画
し
て
い
こ
う
と
約
束
し
、
解

散
し
ま
し
た
。

　
一
手
一
手
を
慎
重
に
指
す

　
　
　
　
．
・
曝

　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
．
嫌

　
　
　
　
『
麟

護
　
　
難
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磯．●襲撚鞭鞠霧翻燕講戟参猿ガ
ガ
ン
の

危
険
信
号
八
か
条

　
　
ガ
ン
は
無
症
状
で
進
み
、
知
ら
な

　
い
う
ち
に
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
毎
回
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
ご

存
知
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
迷
わ
ず
専
門
医
に
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

①
胃
l
I
胃
の
ぐ
あ
い
が
悪
く
、
食

　
欲
が
な
く
、
好
き
き
ら
い
に
変
化

　
　
　
　
　
　
が
出
て
き
た
。

翻
　
　
　
　
　
②
食
道
l
l
物
を
飲
み
込

　
　
　
　
　
　
む
と
き
つ
っ
か
え
る
。

0
大
腸
・
直
腸
l
I
便
に

血
や
粘
液
が
混
じ
る
。

④
肺
l
I
せ
き
が
続
い
た

　
り
、
た
ん
に
血
が
混
じ

　
っ
た
り
す
る
。

　
の
ど
l
I
声
が
か
す
れ

　
る
。

⑤
子
宮
ー
ー
お
り
も
の
や
、

　
不
正
出
血
が
あ
る
。

0
乳
房
－
乳
房
の
中
に

　
し
こ
り
が
あ
る
。

⑦
舌
・
皮
膚
1
ー
治
り
に

　
く
い
オ
デ
キ
が
あ
る
。

　
じ
ん
ぞ
う
　
　

ぽ
う
こ
う

0
腎
臓
・
膀
胱
・
前
立
腺

　
l
l
尿
の
出
が
悪
か
っ

　
た
り
、
血
が
混
じ
っ
た

　
り
す
る
。

　
危
険
信
号
を
八
つ
あ
げ
て
み
ま
し

た
が
、
身
近
に
行
わ
れ
る
検
診
の
機

会
を
上
手
に
利
用
し
て
、
自
分
の
健

康
管
理
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
と

に
か
く
、
ガ
ン
は
無
症
状
で
進
行
し
、

年
齢
の
若
い
人
ほ
ど
進
行
が
早
い
と

い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　
町
で
行
っ
て
い
る
検
診
を
あ
げ
て

み
ま
す
。

①
結
核
検
診

　
二
年
前
か
ら
フ
ィ
ル
ム
も
十
セ
ン

チ
四
方
の
大
き
さ
に
な
り
、
診
断
も

結
核
性
と
非
結
核
性
（
肺
ガ
ン
の
疑

い
）
に
区
別
し
て
診
断
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
胃
の
集
団
検
診

　
春
、
秋
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。

③
婦
人
の
検
診

　
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
進
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
霧
鶏
鍛
簸
繋
難
総
馨
縫
灘
嚢
ー

　
　
　
　
　
繋
後
糞
霧
縫
講
嚢
ー
．

　
慈
灘
董
麟
繋
雛
塞
疑
謹
縷
議

　
　
　
　
　
繋
織
雛
欝
叢

魅
蓄
葛
骸
誓
き
葛

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
暑
骸
骸
葛
葛
骸
葛
骸
葛
骸
骸

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅
酔
椿
譲
野

（
輪
執
魏
稀
葉
野

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

中
村
美
咲

太
田
美
智
子

小
海
広
行

ノ
F
’
・鷲

　
　
岬
塩

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

○
海
遠
く
島
遠
く
見
ゆ
合
歓
の
花

稲
の
花
畦
の
高
さ
に
揃
え
た
る

庭
先
に
野
良
着
を
吊
し
昼
寝
時

　
合
歓
の
花
や
わ
ら
か
に
吹
き
そ
よ
ぎ
を
り

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

　
ニ
　
ぞ

○
去
年
冷
夏
今
年
酷
暑
の
蝉
し
ぐ
れ

ど
く
だ
み
の
十
字
の
花
の
浮
み
た
る

肢
行
す
る
杖
の
先
々
道
お
し
へ

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

合
歓
咲
く
や
峡
の
湯
宿
の
窓
越
し
に

小蒙騰聖
わさ
琶1舅婁妄
　　零　栄木坪
　　舞　島
　　A町町山
　　翼

上入上鈴西高
村澤村木野橋

攣騰健健淳

信幸孝栄利誠
行司夫一一二

二
男
朝
日
町

二
男
発
電
所
通

二
男
山
野
田

長
女
元
町

長
男
上
野

長
女
下
平
新
田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

上須高登田藤渡田
村藤橋坂口巻邊村

省フヨ熊トチ愛ヒ
司ジン作クノ子サ

一
鳶

下田岩木塩上室

原戸瀬落辛野島

下
平
新
田

　
　
、

　
　
　
し

　
　
　
　
一
■

　
　
　
梶
』

九八八七七七六六
三六〇九九五九一

　
文
月
の
一
と
日
の
日
和
4
豆
播
く

　
花
合
歓
や
信
濃
河
原
の
橋
た
も
と

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
笑
子

　
打
水
を
し
て
小
坊
主
の
去
り
に
け
り

道
お
し
へ
何
時
か
失
せ
た
る
舗
装
道

参
道
に
香
れ
る
合
歓
の
花
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

　
お
お
ば
こ
の
葉
を
垂
れ
て
い
る
日
照
か
な

十
薬
を
日
蔭
に
吊
し
土
用
入
り

　
早
起
の
子
の
甲
虫
取
り
に
出
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

今
朝
掃
き
し
庭
に
散
り
た
る
桐
の
花

《
評
〉

　
投
句
が
多
く
な
っ
て
き
て
う
れ
し
い

が
、
一
句
や
二
句
だ
け
見
せ
て
貰
っ
て

も
な
か
な
か
掲
載
し
難
い
。
沢
山
作
っ
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心
配
ご
と
相
談

・
8
月
12
日
…
…
…
橘
出
張
所

・
8
月
1
9
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
8
月
2
6
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
9
月
2
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
9
月
9
日
…
…
…
橘
出
張
所

　
㌦
妻
象
を
．
済
篁
藁
職
藻
畝
華
轟
・

て
多
く
見
て
貰
う
こ
と
も
修
練
の
一
つ

で
す
。
今
回
の
投
稿
に
は
解
り
難
い
も

の
が
多
か
っ
た
。
自
分
で
は
そ
れ
な
り

に
解
っ
て
い
て
も
そ
の
表
現
が
他
人
に

伝
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
句
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
舌
頭
千

転
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
句
が

出
来
た
ら
先
ず
何
べ
ん
も
読
み
返
し
て
，

み
る
こ
と
で
あ
る
。
句
の
言
い
廻
し
、

こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
な
ど
こ
れ
に
よ
っ
て

自
ら
判
っ
て
来
よ
う
。
そ
れ
か
ら
句
は

必
ず
書
き
と
め
て
お
い
て
、
二
、
三
日

経
っ
て
再
び
見
る
こ
と
で
あ
る
。
思
い

込
ん
で
し
ま
う
と
判
ら
ぬ
ま
ま
に
記
し

て
し
ま
う
が
、
あ
と
で
見
る
と
ま
こ
と

に
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。


